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杉並区立杉並第八小学校 

校 長  黒川 雅仁 

 

 平成３２年度新校開校に向け、すべての教育活動において教職員全員で指導に当たり、

杉八小の児童が自信と誇りをもって新しい学校へ移行できるようにする。 

そのために、小規模校の特徴を生かした教育活動を行い、基礎学力の定着と学力の向

上及び人間形成をバランスよく育成する。 

また、個に応じたきめ細かな教育活動を展開し、保護者・地域の期待に応える学校づ

くりを進めて行くことで、「共に学び共に支え 共に創る杉並の教育」の一翼を担ってい

く。 

 

１ 目指す学校 

(1)学校教育目標 

―主体的に生きる児童の育成を目指す― 

   ○思いやりのある子   

   ◎よく考える子   【今年度重点目標】 

   ○たくましい子     

  (2)学校教育目標達成のための基本方針 ≪新校への橋渡しとして≫ 

・よく考える子を今年度の重点目標とする 

・人権教育の推進 

・三校連携のさらなる推進 

・学力の向上 体力の向上 

・オリンピック・パラリンピック教育の充実 

 ・特別支援教育の充実 

・就学前教育充実のための連携 

・社会関係資本の積極的活用 

(3) 育てたい児童像 

・心豊かで、お互いを大切にする子 

・旺盛な意欲、豊かな学び、確かな学力を身に付ける子 

・心身共に健康で何事も最後までやり遂げようとする子 

  (4) 目指す学校像 

①新校開校後を見据えた学校 

    → 高円寺地域の5年後１０年後を見据えた学校運営 

②確かな学力を身に付けられる学校 

    → 小規模校の特徴を生かし個々の基礎基本を徹底させる 

③達成感や成就感を味わえる授業を展開する学校 

    → 「高円寺学力向上プロジェクト３１」による授業の質の向上 

３校での研究授業において切磋琢磨する 

④思いやりの心を育む学校 

    → 「高円寺インクルーシブプロジェクト３１」による意識改革 

       教育活動の基盤に人権尊重を位置付ける 



⑤個に応じた指導を展開する学校 

    → 一人一人を大切にした授業展開・補習授業・教育相談等の充実 

⑥生きる力を育む学校 

    → ボランティア活動・キャリア教育・ＥＳＤ（持続可能な開発のた 

めの教育）等の推進 

⑦地域を愛する児童を育てる学校 

    → 「高円寺コラボプロジェクト3１」による更なる繋がり 

地域との協働学習を通して、地域とその伝統を大切にする 

⑧災害に対応できる学校 

    → 地域と連携するとともに地域の防災拠点としての機能を高める 

 

２ 新校開校までの目標と方策 

  本校は来年度から、杉四小・高中と共に杉並区で二番目の施設一体型の小中一貫校

として新しい学校をスタートさせる。そのため、開校に向け１年間の目標と方策を以

下のように設定する。全教職員の力を結集しながら教育活動に当たり、児童に自信と

誇りをもたせ、不安なく新しい学校へ移行させる。 

  (1)目標 

    新校で活躍する児童の育成 ～自身と誇りをもって～ 

     ○杉四小及び高中と連携・協働を一層深めるとともに、交流活動や給食の喫

食を新校舎で行い、新しい学校の取り組みとして形に表していく。 

     ○基礎基本の徹底により確かな学力を身に付けさせるとともに、基礎体力増

進についても取り組み、学力・体力を共に向上させていく。 

○思いやりや人との関わりを大切にできる児童を育成するとともに、激変す

る社会を生き抜く力を育む。 

(2)方策 

     ○昨年度完成させた高円寺学園教育計画を元に、三校それぞれに教育活動を

行っていく。計画通りに交流活動を維持・発展させることでブラッシュア

ップを図り、より具体的・現実的なものに作り替えていく。 

     ○学校支援本部を核とした保護者・地域等の社会関係資本を、学力向上や体

力向上の取り組みに積極的に取り入れる。また放課後補習授業、パワーア

ップ教室、土曜授業、環境教育等において、保護者・地域・学校が三位一体

で児童の教育に取り組んでいく。 

     〇三校の合同研修会において「学力向上プロジェクト３１」を推し進める。

ペア学習での取り組みを中心に授業研究を行い、指導法の工夫をしていく

ことで授業改善を図る。また、ペア学習での効果を検証し、他教科にも活用

の範囲を広げていく。 

○全教育活動の基盤に人権尊重の精神を位置付け、「インクルーシブプロジェ 

クト３１」を通して、障害理解、奉仕活動、道徳教育の充実を図り、児童 

の人権感覚を高揚させていく。また、キャリア教育やボランティア活動等 

を通して、生きる力の育成していく。 

     〇今年度に続き、「高円寺コラボプロジェクト３１」として、三校合同で地域

を取り込みながら、それぞれの学校でトランスボックスラッピングを行い、

メモリアルとしていく。またコラボＴシャツを作成、着衣し、高円寺の地域

ぐるみで活動することで繋がりを更に深めていく。 



３ 今年度の目標と方策 

  学校経営の充実を図るため、本校の状況や児童の実態を鑑み、以下の点について目

標と方策を掲げ、達成を目指して実行していく。 

 目標 方策 

学

習

活

動 

・基礎基本を確実に身に付けさせ、

生涯に渡って自ら学習する意欲

を高める。 

 

・一人一人を確実に見取り、必要に応じて個別学習

を充実させる。（放課後算数・パワーアップ） 

・学校支援本部による放課後補習教室を開催する。 

・対話を活用したペア学習を算数指導で深め、他の

授業にも広げていく。（合同研） 

・３年算数を１クラス３展開で行う。 

・課題発見能力・解決能力・論理的

思考力を育てる。 

・理科において、理科専科による専門性の高い授業

を展開する。 

・算数においては合同研修に基づき、ペア学習の発

展として課題解決学習も取り入れ、算数の楽しさ

や理論を理解できるようにする。 

・指導の効率化を図る。 ・ＩＣＴ機器の活用を指導計画の中に位置付け、視

覚的、直観的に分かりやすい授業を展開する。 

・論理的思考力を育てる ・プログラミング用教材ＥＶ３及びＩＰＡＤを活用

し、物事を順序立てて考えられる授業を各学年の

発達段階に応じて実践する。 

・「生きる力」を育む。 

 

・学校支援本部と協働し、高円寺地域を生かした 

体験的な学習活動を年間指導計画に位置づけ、実

践する。（コラボプロジェクト） 

・基礎体力を向上させる。 

 

 

 

・日頃の体育授業における運動量を十分確保する。 

・体育的行事委員会においてなわとび週間、持久走

大会等の見直しを図り、効率よく意図的計画的に

取り組む。 

・持続可能な社会の構成者として

の資質を高める。 

・日本建築学会による小３から中３までを見通した

指導計画の下、環境に関する授業を総合的な学習

の時間を中心に行う。（三校共通で行う） 

・思考力・判断力・表現力を育成 

する。 

・各教科指導においてペア・グループ学習を取り入

れ、コミュニケーション能力の土台を築き、深い

学びに繋げていく。 

生

活

指

導

進

路

指

導 

・思いやりの心や規範意識を育て

る。 

・今年度の重点を「心をこめてあいさつする」とす

る。 

・生活指導四つの重点「あいさつ」「話を聞く」「時間

厳守」「言葉遣い」の定着を図る。 

・個に応じた適切な指導を行い、 

一人一人の個性の伸長を図る。 

・関係諸機関と連携し、研修会や連絡会の伝達研修 

を実施する。 

・生活指導朝会において全教職員で報告・連絡・相 

談をすることで児童理解を深め、全校共通の指導 

を徹底する。 



 

 

 

 

 

 

・自分にあった進路の選択ができ、

よりよく生きていく力を育成す

る。 

・学校支援本部を活用し、多岐にわたるキャリア教

育を行う。 

・高学年を中心に高円寺地域のボランティア活動に

取り組む。 

・地域行事に積極的に参加できるようアナウンスす

るとともにできる限り教員も参加していく。 

特

別

活

動

等 

 

・児童の自尊感情を育む。 ・学校行事等の取り組みにおいて児童が成就感や達

成会を味わえる年間指導計画を作成し、実践する。 

・高円寺地域の一員としての意識

を高める。 

・地域行事に対して学校が地域と一体となって取り

組み、参加しやすい雰囲気をつくる。 

・教員についても積極的に参加する。 

・リーダーシップを育む。 ・小規模校の特徴を生かし、委員会活動や集会等に

おいて、高学年全員がリーダーを経験する。 

学

校

運

営 

・新校開校へ向け、３校の連携を一

層深める。 

 

・杉四小と富士学園浜移動教室を行う。 

・杉四小・高中の学校行事に高学年を中心に参加し、

協働で創り上げていく。 

・保・幼を含め、一貫性のある教育

活動をおこなう。 

・より共通性・一貫性のある教育課程を作成し、明

確化する。 

・スタートカリキュラムを編成・実施する。 

・学校力を高める。 ・報告、連絡、相談を徹底し、組織的に取り組む 

・各分掌において主任が責任を持って進行管理を行

い、停滞を防ぐ。 

・分掌にかかわる評価と改善点を明確にし、短いサ

イクルで改善を行う。 

・教師力を高める。 ・主幹教諭による研修を実施する。 

・主任教諭が積極的にＯＪＴを企画し、教員同士切

磋琢磨する。 

・教育関係のアンテナを常に高く張り、研究と修養

に生かしていく。 

・保護者・地域の信頼を得る。 ・学校を公開するとともに、学校評議員を中心に常

に外部からの意見や要望を吸い上げ、応えていく。 

・学校支援本部や地域と学校が協働する機会を意図

的に設定し、教育活動に取り入れていく。 

・地域の防災拠点としての機能を

高める。 

 

・震災に対応できるよう学校規模による安全点検及

び安全対策を行う。 

・地域とともに防災訓練を行うことで、児童の安全

意識を高める。 

・服務事故を絶対に起こさない。 ・教育公務員としての矜持を再確認する 

・学校は、初等教育の目的を達成するための場で 

あることを教職員が深く理解する。 

・整理整頓により個人情報管理を徹底する。 

・学期に２回以上、管理職・監督職による服務事 

故防止研修を行う。 



 


